
チーム医療の協働を学ぶ
これからの医療は多様な職種の人々がその専門性を発揮してチーム医療を推進し、安心、安全な医療の実践に貢献することが必要です。チームで協働することが求められます。総合大学の中で他学部の学生とともに学ぶこと、隣接する医学部附属病院での臨地実習という環境は、チーム医療を学ぶのに最適とも言えるでしょう。鍋島キャンパスでの医学科・看護学科合同の講義、活発なクラブ活動や学園祭など、公私ともに自分とは異なる考え方の人と出会い、コミュニケーションの刺激を受けることは初歩的な協働の学びに役立ちます。

